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●このたびは、当社製品をお買いあげいただきましてまことにありがとうございます。
●この取付説明書に示した表示記号の内容は、製品を安全に正しく施工していただき、あなたや他の人々の危害や
損害を未然に防止するためのものです。

　表示記号の内容を良く理解したうえで、本書の内容（指示）にしたがってください。
●この取付説明書では、次のような記号を使用しています。

●取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負うおそれのある内容を示しています。

●取扱いを誤った場合に、使用者が中・軽傷を負うおそれのある内容、または物的損害の
おそれがある内容を示しています。

●説明の内容で知っておくと便利なことを示しています。

●取付手順で、特に注意して作業をしていただきたいことを示しています。
●守っていただかないと組付けができない内容、または製品全体に後々不具合が発生する
おそれのある内容を示しています。

●取付説明の内容全体（個々の説明枠）にかかる注意事項を示しています。
●取付説明の内容に制限がある場合の条件を示しています。

警告

注意

※

ポイント

補 足

安全に関する記号 記号の意味

一般情報に関する記号

＜施工上のご注意＞

＜基礎工事について＞

＜施工の前に＞

●フェンスは隣地との境界を示す目的で設置するものです。転落防止を目的とした防護柵や歩行補助を目的とした手すりとして
は使用しないでください。特に崖上や高台など、転落してケガをするおそれのある場所へは施工しないでください。

●正しく施工、組付けをするために、施工前に必ず取付説明書をお読みください。
●製品の施工については、必ず取付説明書にしたがってください。
●梱包明細表で必要な部材、部品が揃っているか確認してください。
●フリーポールの場合は、ブロック塀（フェンス含む）総高さは2.2m以下で施工してください。
●施工終了後、取扱説明書は施主様にお渡しください。

●現場でブラケットや継手を組付け・締結する場合は、施工後に締結具合を必ず確認してください。締結不良は風による破損・飛
散事故の原因になります。
●柱と本体ジョイント部の間隔は300mm以内に施工してください。それ以上離れると耐風圧強度が大幅に低下します。
・ボルト、ネジは弊社純正品の規定本数を使い、下記締付けトルクで固定した後にゆるみがないか確認してください。
　φ4ネジ：1.0N・m±0.3N・m（10±3kgf・cm）
　φ5ネジ：3.0N・m±0.5N・m（30±5kgf・cm）
●柱の底部についているモルタル防止キャップ（テープ含）や柱補強材は取外さないでください。また柱の内部にモルタルを詰
めたりしないでください。アルミなどの金属が腐食する原因となります。
●本体がＴ-10までのフェンスの場合は厚さ10cm以上、Ｔ-10を越えるフェンスの場合は厚さ12ｃｍ以上のブロック
　（JIS A 5401の区分16（Ｃ種）以上）を使用してください。強度低下の原因となります。

●コンクリート（またはモルタル）には、塩分を含む砂（海砂）および塩素系や強アルカリ系のコンクリート用混和剤（凍結防止剤、
凝固促進剤、急結剤など）は使用しないでください。使用するとアルミなどの金属が腐食する原因になります。必要な場合は、
非塩素系や非アルカリ系混和剤をご使用ください。
●指定基礎寸法は必ず守ってください。強度低下の原因となります。

警告

注意

注意

ポイント

●製品の施工には、危険を伴う場合がありますので、必ず専門の工事業者による施工をお願いします。

注意

－1－

取付説明書
プレスタフェンス8K型
（傾斜地仕様）

C446



■梱包明細表
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【1】フェンス

【4】中間ブラケットセット

【9】連結カバー

【7】継手部品セット

【8】エンドカバー

【5】PF上下ブラケットセット　アルミ多段柱用

【6】上下ブラケットセット　フリーポール柱用

【2】アルミ多段柱

【3】フリーポール柱

 

名　　称 略　図 員　数

1フェンス本体

名　　称 略　図 員　数

1

1

2

1

中間ブラケット

ブラケット裏板

1多段柱用中間ブラケット
補助金具

すきま隠し材

【4-1】φ5×16
トラスタッピンネジ3種（D＝9）

2

2

【4-2】φ4×13
ナベドリルネジ
【4-3】φ4×10
薄平ドリルネジ

名　　称 略　図
員　数

1

2

4

8

13

1

2

4

8

9

1

2

4

8

5

目隠しコーナーヒンジ

連結カバー

傾斜地キャップB

【9-1】φ4×15ナベタッピン
ネジ2種（ガイド付き）
【9-2】φ4×13.5
薄平ドリルネジ3種（D＝7）

名　　称 略　図 員　数

1

1

4

傾斜地ストレートジョイント上

傾斜地ストレートジョイント下

【7-1】φ4×10
トラスタッピンネジ1種（D＝8）

名　　称 略　図
員　数

1

T-6・8・10 T-12・20 T-30

T-6・8・10 T-12・20 T-30

2

4

7

1

2

4

5

1

2

4

3

エンドカバー

傾斜地キャップB

【8-1】φ4×15ナベタッピン
ネジ2種（ガイド付き）
【8-2】φ4×13.5
薄平ドリルネジ3種（D＝7）

名　　称 略　図 員　数

1

1

1

3

上ブラケット

下ブラケット

柱キャップ

2傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

2ブラケット裏板

【5-1】φ5×25
ナベタッピンネジ3種（D＝9）

1【5-2】φ5×16
ナベタッピンネジ3種（D＝9）

1【5-3】φ4×10
トラスタッピンネジ3種（D＝8）

2【5-4】φ4×10
薄平ドリルネジ

名　　称 略　図 員　数

1

1

1

上ブラケット

下ブラケット

柱キャップ

2ブラケット裏板

【6-1】φ5×10
トラスタッピンネジ3種（D＝8） 2

1【6-3】φ4×10
トラスタッピンネジ3種（D＝8）

1【6-2】φ5×16
ナベタッピンネジ3種（D＝9）

2【6-4】φ4×10
薄平ドリルネジ

1注意シール

名　　称 略　図 員　数

1
柱（T-12・T-14・T-16・T-18・
T-20・T-22・T-24・T-26・
T-28・T-30）

名　　称 略　図 員　数

1主柱（T-6・T-8・T-10・T-12）

1取付説明書＜C446＞ －

－

1注意シール －
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【10】連結コーナーカバー

【13】すきまカバーRP取付部品セット

【11】下桟すきまカバー本体

【12】すきまカバー端部キャップ

【14】端部カバーセット

名　　称 略　図
員　数

2

2

1

12

13

4

連結カバー

傾斜地コーナー軸

連結部材コーナーヒンジ

2傾斜地キャップＡ

4

2

2

1

12

9

4

2

4

2

2

1

12

5

4

2

4傾斜地キャップB

【10-1】φ4×15ナベタッピン
ネジ2種（ガイド付き）
【10-2】φ4×13.5
薄平ドリルネジ3種（D＝7）

【10-3】M4平座金

名　　称 略　図 員　数

3

6

すきまカバーRP取付金具

【13-1】φ4×10
薄平ドリルネジ

名　　称 略　図
員　数

1

1

1

1

下桟すきまカバー本体

すきまカバービート材

名　　称 略　図 員　数

1

1

1

すきまカバー端部キャップ（Ｌ）

すきまカバー端部キャップ（Ｒ）

傾斜地目隠しプレート

2【12-1】φ4×8
サラタッピンネジ1種

2【12-2】φ4×10
トラスタッピンネジ1種（D＝8）

T-6・8・10 T-12・20 T-30

下空60 下空80

名　　称 略　図
員　数

分割用 切詰用

2

2

縦桟

縦枠

9【14-1】φ4×8サラタッピンネジ3種（D＝6）

19

2

2

9

27

2

2

9

35

2

2

9

43

1

1

5

10

1

1

5

14

1

1

5

18

1

1

5

22【14-2】φ4×6ナベタッピンネジ3種

T-6 T-8 T-10 T-12 T-6 T-8 T-10 T-12

【14-1】【14-2】は1本余ります。
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（フリーポール柱の場合）

●フリーポール柱●アルミ多段柱

上ブラケット

フェンス本体

下ブラケット

下桟すきまカバー

傾斜地目隠しプレート
中間ブラケット補助金具

フェンス本体
傾斜地ストレートジョイント 傾斜地ストレート

ジョイント

下桟すきまカバー

上ブラケット

下ブラケット

連結カバー

連結カバー

エンドカバー

4. 上下ブラケット及び
 フェンス本体の取付け

エンドカバー

1. 取付けの流れ

2. 基本寸法図（アルミ多段柱の場合）

●下記、3. ～11.の順に取付けてください。

G.L.

G1

G
2

1975.5 
上下桟寸法 

989以内
（T-22～T-30）
（T-12フェンスを
含む場合）
柱芯  々

989以内（T-22～T-30）
柱芯 （々T-12フェンスを含む場合） 1977.5以内（T-12～T-20）

柱芯々

G1

H
H
1

H
1

L
A

図2-1 1段施工基本図
・T-12サイズにT-12、T-14フェンスの取付け不可
・T-14サイズにT-14フェンスの取付け不可
・T-12フェンスを取付ける場合は柱間隔989以内

表2-1　1段施工基本寸法表

520
720
920
1120

H1LH呼称 A
1123
1303
1503
1683
1883
2046
2206
2406
2606
2806

1459
1639
1889
2069
2319
2482
2719.5
3019.5
3219.5
3419.5

300
300
350
350
400
400
477
577
577
577

G1
400
400
500
500
500
500
500
600
600
600

G2
400
400
500
500
600
600
600
700
700
700

G3
300
300
300
300
300
300
300
300
300
300

T-12
T-14
T-16
T-18
T-20
T-22
T-24
T-26
T-28
T-30

上ブラケット 

下ブラケット 

フェンス本体 

9-2. 連結カバーとエンドカバーの取付け（エンドカバー）

9-2. 連結カバーとエンドカバー
 の取付け（連結カバー）

5. 上下ブラケット及び
　 フェンス本体の取付け

9-1． 傾斜角度が一定の場合の連結

3. 上下桟の切断

13. フェンス本体の切詰めと分割

11. 傾斜地目隠しプレートの取付け

10. 下桟すきまカバーの取付け

7. 中間ブラケット補助金具の取付け
※多段柱用のみ

8. 上下桟の
 ズレ止め

（アルミ多段柱の場合）

※多段柱用のみ
6.  中間ブラケットの取付け

道路側

道路側

家側
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表2-2　2段施工基本寸法表

T-12
T-14

T-16

T-18

T-20

T-22
T-24

H1・H2L A G1 G2 G3H呼称 H1・H2

●柱はブロックに施工しないでください。高尺のため強い
風圧を受け、飛散事故の原因になります。
●基礎が沈降したり傾いたりすることがあるため、必ず割
栗石を敷いてください。

●埋込寸法は、埋込基準線より浅くなります。上表を参照して行なってください。（表2-1、表2-2、表2-3参照）
●埋込み基準線より浅くまたは深く埋め込む場合は水抜き穴をあけてください。（※1）
●埋込み基準線より浅く埋め込んだ後は、埋込基準線シールをはがしてください。

ポイント

注 意

・T-12～T-20では柱間隔1977.5mm以内（組合せにT-12フェンスが含まれる場合は柱間隔989mm以内）
・T-22～T-30では柱間隔989mm以内（組合せにT-12フェンスが含まれる場合は柱間隔989mm以内）
・水抜き孔を加工してください。（図2-4、図2-5参照）

上ブラケット 

G.L.

1977.5以内 
柱芯  々

G1

3
H1
・H
2
H1
・H
2

H1
・H
2
H1
・H
2

60

3

G
2

6
0

H
A

L

1975.5 
上下桟寸法 

1975.5 
上下桟寸法 

989以内（T-22～T-30）
柱芯 （々T-12フェンスを含む場合） 

989以内
（T-22～T-30）
（T-12フェンスを
含む場合）
柱芯  々 1977.5以内（T-12～T-20）

柱芯々 

G1

H
L

A

G
2

H1
･H
2･H
3
H1
･H
2･H
3
H1
･H
2･H
3

H1
･H
2･H
3
H1
･H
2･H
3
H1
･H
2･H
3

60 6
0

G.L.

3
3

3
3

図2-3 3段施工基本図

図2-2 2段施工基本図

下ブラケット

中間ブラケット

フェンス本体 

フェンス本体 

上ブラケット 

フェンス本体 

フェンス本体 

中間ブラケット

下ブラケット

G1

G1

1459
1639

500
500

500
500

300
300

1103
1303

2482
2719.5

500
500

600
600

300
300

2103
2303

1889

2069

2319

500

500

500

500

500

500

300

300

300

1503

1703

1903

520
520
520
720
520
720
720
920
920
1120

520
720
920
720
1120
920
1120
920
1120
1120

240
220
220
220
250
250
300
300
260
300

表2-3　3段施工基本寸法表

T-18
T-20

T-22

T-24

T-26

T-28

T-30

L A G1 G2 G3H呼称 H1･H2･H3H1･H2･H3H1･H2･H3

2069
2319

500
600

500
600

300
300

500 600 300

1626
1826

2482

500

600

600

600

600

700

700

700

300

300

300

300

2026

2719.5

3019.5

3219.5

3419.5

2226

2426

2626

2826

520
520
520
520
520
520
720
520
720
520
720
520
720
520
720
920

520
520
520
720
720
520
720
920
720
720
920
920
720
1120
920
920

520
720
920
720
920
1120
720
920
920
1120
920
1120
1120
1120
1120
920

300
350
315
315
350
350
350
450
450
450
450
450
450
450
450
450

G1

G
2

100

100

A

G3

G
2A

水抜き穴 水抜き穴

割栗石 割栗石

柱37.5 柱

図2-4　独立基礎の場合 図2-5　連続基礎の場合

1
5

37.5

1
5

水抜き穴
φ6（※1）

水抜き穴
φ6（※1）

989以内（T-22～T-30）
柱芯 （々T-12フェンスを含む場合） 

989以内
（T-22～T-30）
（T-12フェンスを
含む場合）
柱芯  々
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上ブラケット

ブラケット裏板
【6-1】φ5×10トラス
タッピンネジ3種（D=8)

ツメ

ツメ
＜上ブラケット＞ ＜下ブラケット＞

ツメ

傾斜角度（θ）

図4-3

フェン
ス

下端
GL

下ブラケット

8
0

E

GLE

フリーポール柱
（1段用）

孔

下ブラケット

3. 上下桟の切断

上桟

下桟 D

C

図3-1

DC
切断長傾斜角度

（θ）
1975.5
1976
1976.5
1977.5
1979
1981
1984
1987.5
1992.5

（mm）

1975.5
1976
1976.5
1977.5
1979
1981
1984
1987.5
1992.5

0°
1°～5°
6°～10°
11°～15°
16°～20°
21°～25°
26°～30°
31°～35°
36°～40°

①上桟・下桟それぞれを
傾斜角度の寸法で切断
してください。（表3-1
参照）

表3-1　切断寸法表
 （フリーポール柱用・アルミ多段柱用共通）

E（GLからの距離）傾斜角度（θ）
69
69.5
70
71.5
73.5
76.5
80
84.5
90

（mm）

0°
1°～5°
6°～10°
11°～15°
16°～20°
21°～25°
26°～30°
31°～35°
36°～40°

表4-1　下ブラケット固定位置一覧表
 （フリーポール柱）

3-1 上下桟の切断

4. 上下ブラケット及びフェンス本体の取付け（フリーポール柱の場合）

4-1 上下ブラケットの仮組み

4-2 フェンス本体の取付け（フリーポール柱の場合）
①フェンスの位置を決めて、上下ブラケットを固定してください。（表4-1、図4-2、図4-3参照）

下ブラケット

【6-1】φ5×10トラス
タッピンネジ3種（D=8)

ブラケット裏板

図４-1　仮組み

ツメ

社名シール

●下ブラケットは孔があります。

ポイント

上ブラケット

図４-2

①上下ブラケットとブラケット裏板を【6-1】で仮組みしてください。（図4-1参照）

●ブラケット裏板には表裏があります。角部にツメが立っている側を上下ブラケットに向けてください。

ポイント

●社名シール側は切断し
ないでください。

ポイント
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② で仮組みした上下ブラケットのブラケット裏板を縦にし、柱溝に合わせて差し込んでください。
（図4-4、図4-5、図4-6、図4-7、図4-8、図4-9参照）

④上ブラケット側の柱のV溝（図4-11）にφ4.5mmの回転止めの下孔を開けて、【6-2】で固定してください。
（図4-13参照）

③ブラケット裏板を回転させて、柱溝にはまるよう
に横にして、仮止めしていた【6-1】をしっかりと
締めて固定してください。（図4-10参照）

⑤柱キャップを柱にかぶせ、【6-3】で固定してくだ
さい。（図4-14参照）

4-1

図4-9

ブラケット裏板

上ブラケット

柱溝

図4-11 柱断面

V溝
φ4.5孔加工

上ブラケット

柱溝

下ブラケット

ブラケット裏板
【6-1】φ5×10トラス
タッピンネジ3種（D＝8）

図4-6

ブラケット裏板

下ブラケット柱溝

下ブラケット

【6-1】φ5×10トラス
タッピンネジ3種（D＝8）

ブラケット
裏板

フェンス本体

下桟

フリーポール柱

柱溝

上ブラケット

ブラケット
裏板

【6-1】φ5×10トラス
タッピンネジ3種（D＝8）

図4-8

図4-10

図4-12 図4-13

フェンス本体

ブラケット裏板

フリーポール柱

図4-14

上ブラケット

【6-1】φ5×10トラス
タッピンネジ3種（D=8)

φ4.5下孔
＜上ブラケット＞

図4-5

＜下ブラケット＞

図4-4 図4-7

ブラケット裏板

フェンス上桟 

柱キャップ

柱【6-3】φ4×10
トラスタッピンネジ
3種（D＝8）  

フェンス上桟 柱

【6-2】φ5×16
ナベタッピンネジ
3種（D＝9）  
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ブラケット裏板

下桟
下ブラケット
【5-1】φ5×25ナベ
タッピンネジ3種（D=9）

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

アルミ多段柱

＜上ブラケット＞ ＜下ブラケット＞

F

アルミ多段柱

φ5.5下孔

GL

図5-5

図5-7

図5-4

図5-6

【5-1】φ5×25ナベ
タッピンネジ3種（D＝9）上ブラケット

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

ブラケット裏板

柱溝

ブラケット裏板

孔

下ブラケット

下ブラケット

【5-1】φ5×25ナベ
タッピンネジ3種（D=9）ブラケット

裏板
傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

ツメ

ツメ8

上ブラケット
ブラケット裏板

【5-2】φ5×16ナベ
タッピンネジ3種（D=9)

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

傾斜地用多段柱
ブラケット
スペーサー

クッション材
ツメ

ツメ

柱

5. 上下ブラケット及びフェンス本体の取付け（アルミ多段柱の場合）

5-1 上下ブラケットの仮組み

5-2 フェンス本体の取付け
①下ブラケット用φ5.5mm下孔加工をしてください。（表5-1、図5-2参照）

② で仮組みしたネ
ジを【表5-1】で柱に孔
加工したφ5.5mmの下
孔に差し込みます。
（図5-5参照）
③ブラケット裏板を回転さ
せて仮固定してくださ
い。（図5-6参照）
④フェンスを下ブラケット
に載せて、下ブラケット
を【5-1】でしっかり固定
してください。（図5-7
参照）

図5-1　仮組み

●下ブラケットは孔があります。

ポイント

上ブラケット

図5-2 図5-3

①上下ブラケット、傾斜地用多段柱ブラケットスペーサー、ブラケット裏板を【5-1】、【5-2】で仮組みしてください。その
際、下ブラケットはブラケット裏板からネジを8mm出して仮組みしてください。（図5-1参照）

●ブラケット裏板には表裏があります。角部にツメが立っている側を上下ブラケットに向けてください。
●ブラケットスペーサーには表裏があります。クッション側をブラケット裏板側に向けてください。

ポイント

ブラケット裏板

下ブラケット
傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

5-1

F（GLからの距離）傾斜角度（θ）
49
49.5
50
51
52
54
56.5
60
64

（mm）

0°
1°～5°
6°～10°
11°～15°
16°～20°
21°～25°
26°～30°
31°～35°
36°～40°

表5-1　下ブラケット用下孔加工位置寸法
 一覧表（アルミ多段柱）

下ブラケット

F

6
0

GLフェン
ス

下端

傾斜角度（θ）

クッション材
クッション材

V溝
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上ブラケット

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

ブラケット裏板

柱

⑤ で仮組みした上ブラケット
の裏板を縦にし、柱溝に合わせて
差し込んでください。（図5-8参照）

⑦仮固定した上ブラケットにフェンス
本体を差し込み、仮止めしていた
【5-2】をしっかりと締めて固定しま
す。（図5-10参照）

⑥ブラケット裏板を回転させて、柱溝
にはまるように横にしてください。
（図5-9参照）

⑧柱のV溝にφ4.5mmの回転止め
の下孔を開け、【5-1】で固定しま
す。（図5-11、図5-12、図5-13、
図5-14、図5-15、図5-16参照）

⑨柱キャップを柱にかぶせ、【5-3】で
固定してください。（図5-17参照）

5-1

図5-8

柱溝

上ブラケット

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

ブラケット裏板

【5-2】φ5×16
ナベタッピンネジ
3種（D＝9）

柱溝

図5-9

図5-10

図5-12

図5-11　柱断面

図5-15

図5-14　柱断面

図5-17

【5-3】φ4×10トラス
タッピンネジ3種（D＝8）  

ブラケット
裏板

上桟

上ブラケット

【5-2】φ5×16
ナベタッピンネジ
3種（D=9)

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

ブラケット裏板
柱

＜上ブラケット＞ ＜下ブラケット＞
V溝

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

上ブラケット

φ4.5孔加工

V溝

φ4.5孔加工

下ブラケット

傾斜地用多段柱
ブラケットスペーサー

図5-13 図5-16

【5-1】φ5×25
ナベタッピンネジ
3種（D＝9）  【5-1】φ5×25

ナベタッピンネジ
3種（D＝9）  

フェンス上桟 
柱キャップ

柱
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6. 中間ブラケットの取付け

7. 中間ブラケット補助金具の取付け ※アルミ多段柱の場合のみ取付けてください

※アルミ多段柱の場合のみ取付けてください

すきま隠し材 

図6-5 図6-6

柱

溝（※2）

中間ブラケット
のツメ

下桟

ブラケット
裏板 

ツメ 中間ブラケット

ツメ 

図6-2　仮組み

【4-1】φ5×16 
トラスタッピン
ネジ3種（D＝9）  

柱

ブラケット裏板

図6-4
図6-3

図7-2

30

下段フェンス

上段フェンス

30

30
30

30

図7-1

下桟

上桟

V溝

V溝

φ3.5下孔 多段柱用中間
ブラケット補助金具

【4-2】φ4×13
ナベドリルネジ

図6-1

φ5.5下孔
柱

中間ブラケット

下段フェンス
本体上桟  

中間ブラケット

柱 
φ5.5下孔

ブラケット裏板

【4-1】φ5×16 トラス
タッピンネジ3種（D＝9）  

①中間ブラケットに合わせて柱のV溝にφ5.5mmの下孔
をあけてください。（図6-1参照）
②中間ブラケットとブラケット裏板を【4-1】で仮組みして
ください。（図6-2参照）

⑥上段フェンスを下桟の溝（※2）に中間ブラケットのツメ
が入るように取付けてください。（図6-6参照）

③②のブラケット裏板を柱の溝に入れ回転させて柱溝に
はまるように横にしてください。（図6-4参照）
④中間ブラケットをフェンス本体上桟に上から押しつけな
がら【4-1】でしっかりと固定してください。（図6-3参照）
⑤フェンス本体上桟の上部すきま隠し材を貼付けてくだ
さい。（図6-5参照）

●ブラケット裏板には表裏があります。角部にツメが立ってい
る側を中間ブラケットに向けてください。（図6-2参照）

ポイント

●すきま隠し材は上段フェンスを設置する前に取付けてください。

ポイント

●一度ツメが下桟の溝に入ると抜けづらくなるため、しっかり
と位置を確認してフェンス本体を取付けてください。
●フェンス本体を外す際は下桟小口面をゴムハンマー等で叩
いて中間ブラケットのツメを外し、フェンス本体を持ち上げ
て取り外してください。

ポイント

●多段柱中間ブラケット補助金具は、柱から30mm以内の場
所に必ず1個上下のフェンスを固定してください。
多段柱中間ブラケット補助金具を付けないとフェンスが外
れる場合があります。（図7-2参照）

ポイント

①上桟と下桟のV溝にφ3.5mmの下孔をあけて、多段柱
用中間ブラケット補助金具を【4-2】で固定してくださ
い。（図7-1参照）
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8. 上下桟のズレ止め
①下図を参照してφ3.5mm深さ20mmの下孔をあけてください。

●上下桟に上下桟ズレ止めのネジを取付けてください。ネジを付けないと縦桟がズレる場合があります。
●傾斜角度が一定の場合は、パネル端部のみ取付けてください。
●傾斜角度が一定の場合は【4-3】、【5-4】、【6-4】は余ります。

ポイント

②【4-3】、【5-4】、【6-4】で上下桟と上下枠を固
定してください。（図8-1参照）

【4-3】、【5-4】、【6-4】φ4×10
薄平ドリルネジ図8-1

家　側 道路側

道
路
側

下桟

【4-3】、【5-4】、【6-4】φ4×10
薄平ドリルネジ 

上桟

上枠

縦桟 3
2

3
2下枠

縦桟

H 部詳細図

下桟

縦桟

下枠

φ3.5下孔

H 部 J 部詳細図

下桟

縦桟

下枠

φ3.5下孔

J 部

上桟

縦桟

上枠

G 部

傾斜
角度
が一
定の
場合

φ3.5下孔

G 部詳細図

φ3.5下孔

縦桟

I 部

I 部詳細図

上桟

上枠

32

32

32

32

32

32

32
32
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9. 本体の連結とエンドカバーの取付け

①上桟・下桟それぞれのV溝で、上桟・下桟の端か
ら12mmの位置にφ5mmの孔加工をしてくだ
さい。（図9-2参照）

①上桟・下桟に各ストレートジョイントを差し込み、
【7-1】でフェンス本体を連結してください。
（図9-3参照）
組付け推奨トルク：
1.0Ｎ・ｍ±0.3Ｎ・ｍ（10±3ｋｇｆ・ｃｍ）

●φ5mmの孔加工は裏面（家側）のみです。

ポイント

●傾斜角度が一定の場合は、上桟・下桟それぞれに
連結部材取付の孔加工をしてください。
（図9-1参照）

図9-1　孔加工位置

9-1 傾斜角度が一定の場合の連結

9-1-1 上下桟の孔加工

9-1-2 傾斜地ストレートジョイントの取付け

孔加工

フェンス本体B

孔加工

フェンス本体A

補足

上桟

下桟

5 5

5 5

1212

図9-2

図9-3

フェンス本体A

傾斜地ストレート
ジョイント上 フェンス本体B

フェンス本体A
φ5 φ5

V溝

フェンス本体B

φ5 φ5

家　側

傾斜地ストレート
ジョイント下

【7-1】φ4×10
トラスタッピンネジ
3種（D=8）

【7-1】φ4×10
トラスタッピンネジ
3種（D=8）
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①表9-1を参照して、連結カバーを傾斜角度の寸法で
切断してください。（図9-4参照）

●連結カバーには、家側・
道路側の区別があります。
※形材の断面で判断してく
ださい。

ポイント

●プレスタフェンス8Ｋ型の端部には
エンドカバーを必ず付けてください。

ポイント

9-2 連結カバーとエンドカバーの取付け

9-2-1 連結カバーとエンドカバーの切断（標準の場合）

●切断面で手や指を切らないよう、施工の際は取扱いに十分
注意してください。

注意

　

 

道
路
側

　

 

道
路
側

　

 

道
路
側

出隅の場合 入隅の場合

30

30

65
°～
18
0°

65
°～
18
0°

7

7
7

7

表9-1　連結カバー・エンドカバー切断寸法表
 （下桟すきまカバーが付かない場合） 　

0° 1～5°
サイズ

傾斜角度
（θ）

切断長（M）

530
730
930
1130
1453
1853
2253
2776

533
733
933
1133
1457
1857
2257
2780

6～10°

537
737
937
1137
1461
1861
2261
2785

11～15°

540
740
940
1140
1466
1866
2266
2791

16～20°

543
743
943
1143
1471
1871
2271
2799

21～25°

547
747
947
1147
1478
1878
2278
2809

26～30°

551
751
951
1151
1486
1886
2286
2821

31～35°

556
756
956
1156
1497
1897
2297
2837

36～40°

563
763
963
1163
1509
1909
2309
2856

T-6
T-8
T-10
T-12
T-16
T-20
T-24
T-30

フ
リ
ー
ポ
ー
ル
柱

多
段
柱

（mm）

家

側

　

 

道
路
側

＜連結カバーの場合＞ ＜連結コーナーカバーの場合＞

図9-4

傾斜角度0°

傾斜角度1°～ 40°

連結カバー

M
切
断
部 切
断
部

5
m
m

M

5
m
m

GL

プレスタフェンス8型

プレスタフェンス8K型

　
道
路
側

＜エンドカバーの場合＞



C446_201403A

－14－

9. 本体の連結とエンドカバーの取付け　つづき

表9-2-2　連結カバー・エンドカバー切断寸法表（下桟すきまカバーが付く場合） 　

家

側

　

 

道
路
側

X

Z Z

Y
（2） 連結カバーY
 傾斜1°～40°（平地～上り／下り～平地の場合）

（3） 連結カバーZ／エンドカバーZ
 傾斜1°～40°（上り～平地／平地～下りの場合）

切断長（X）サイズ
605
805
1005
1205
1508
1908
2308
2831

T-6
T-8
T-10
T-12
T-16
T-20
T-24
T-30

フ
リ
ー
ポ
ー
ル
柱

多
段
柱

（mm）

（1） 連結カバーX
 傾斜0°（平地の場合）

1～5°
サイズ

傾斜角度
（θ）

切断長（Y）

606
806
1006
1206
1509
1909
2309
2833

6～10°

608
808
1008
1208
1512
1912
2312
2836

11～15°

611
811
1011
1211
1516
1916
2316
2842

16～20°

615
815
1015
1215
1522
1922
2322
2850

21～25°

621
821
1021
1221
1527
1930
2330
2861

26～30°

629
829
1029
1229
1541
1941
2341
2876

31～35°

639
839
1039
1239
1555
1955
2355
2895

36～40°

653
853
1053
1253
1573
1973
2373
2920

T-6
T-8
T-10
T-12
T-16
T-20
T-24
T-30

フ
リ
ー
ポ
ー
ル
柱

多
段
柱

（mm）

1～5°
サイズ

傾斜角度
（θ）

切断長（Z）

603
803
1003
1203
1506
1906
2306
2830

6～10°

601
801
1001
1201
1505
1905
2305
2830

11～15°

600
800
1000
1200
1505
1905
2305
2831

16～20°

600
800
1000
1200
1506
1906
2306
2835

21～25°

600
800
1000
1200
1509
1909
2309
2840

26～30°

601
801
1001
1201
1513
1913
2313
2848

31～35°

604
804
1004
1204
1519
1919
2319
2859

36～40°

608
808
1008
1208
1528
1928
2328
2875

T-6
T-8
T-10
T-12
T-16
T-20
T-24
T-30

フ
リ
ー
ポ
ー
ル
柱

多
段
柱

（mm）

①表9-2-2を参照して、連結カバーの上下をそれぞれの傾斜角度の寸法で切断してください。

●連結カバーには、家側・
道路側の区別があります。
※形材の断面で判断してく
ださい。

ポイント
●切断面で手や指を切らないよう、施工の際は取扱いに十分
注意してください。

注意

9-2-2 連結カバーとエンドカバーの切断（下桟すきまカバーを付ける場合）
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傾斜角度（θ）

連結カバーX
連結カバーY

プレスタフェンス8型

プレスタフェンス8K型

プレスタフェンス8型

プレスタフェンス8K型

連結カバーX

プレスタフェンス8型 連結カバーX

連結カバーY

連結カバーZ

X

X

Y

Z

X

Y

Z

GL

A部

傾斜角度（θ）

A部詳細図

Z

切断部

傾斜角度（θ）

Z

切断部

B部詳細図

傾斜角度（θ）

Z
   
   
  

切断部 GL

X

B部

傾斜角度（θ）

＜連結カバー／連結コーナーカバーの取付け＞

＜エンドカバーの取付け＞

Z

Z

※上り傾斜～平地（A部）／平地～下り傾斜（B部）となる場合は、傾斜地側の
下部を傾斜に合わせて斜めに切断してください。

連結カバーX プレスタフェンス8型連結カバーZ

エンドカバーZ

エンドカバーZ

プレスタフェンス8K型

傾斜角度（θ）

GL
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9. 本体の連結とエンドカバーの取付け　つづき

図9-5　上桟側

図9-6　下桟側

下桟すきまカバーを
付ける場合は不要です

①フェンスの上下桟のV溝とエンドカバーの
V溝の交点にφ3.5mmの下孔加工をし
てください。（図9-5、図9-6参照）

③傾斜地キャップBをエンドカバーに取付け
てください。（図9-5、図9-6参照）

②【8-2】でエンドカバーと上下桟をネジ止
めしてください。（図9-5、図9-6参照）

●フェンス本体とエンドカバーを組立てる際は、エンドカバー端部から縦桟端部の距離が4mmになるように設置してください。（※3）
●フェンス本体とエンドカバー端部との距離は5mmで施工してください。（※4）
ただし、下桟すきまカバーを付ける場合は、下桟側のエンドカバーはGLに密着します。

ポイント

エンドカバーの取付け9-2-3

●プレスタフェンス8K型の上下桟のV溝を目
印としてください。

ポイント

●下桟すきまカバーを付ける場合は、エンド
カバーがGLに密着しているため、下側は傾
斜地キャップBは不要です。

ポイント

上桟V溝

プレスタフェンス8K型

縦桟

下桟V溝

エンドカバーV溝

エンドカバー

プレスタフェンス8K型

縦桟

φ3.5下孔

【8-2】φ4×13.5薄平
ドリルネジ3種（D=7）

5
 

（
※
4
）

上桟

下桟

5
 

（
※
4
）

4

（※
3）

4

（※
3）

エンドカバーV溝

エンドカバー

φ3.5下孔

【8-2】φ4×13.5
薄平ドリルネジ3種
（D=7）

傾斜地キャップB

【8-1】φ4×15ナベ
タッピンネジ2種
（ガイド付き）傾斜地キャップB

【8-1】φ4×15ナベ
タッピンネジ2種（ガイド付き）
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①目隠しコーナーヒンジを連結
カバーに差し込んでください。
（図9-9参照）
②傾斜地キャップBを切断済みの
連結カバーに取付けてくださ
い。（図9-10参照）

●下桟すきまカバーを付ける場合
は、連結カバーがGLに密着し
ているため、下側は傾斜地キャッ
プBは不要です。

ポイント

①連結カバーの短いほうに合わ
せて、目隠しコーナーヒンジを
切断してください。（図9-7、
図9-8参照）

図9-7 図9-8

目隠しコーナー
ヒンジ

連結カバー 傾斜地用フェンス側平地用
フェンス側

傾
斜
地
目
隠し

コ
ー
ナ
ー
ヒン
ジ
切
断
長 目隠しコーナー

ヒンジ

図9-9

図9-10

目隠しコーナー
ヒンジ

連結カバー
傾斜地
キャップB

下桟すきまカバーを
付ける場合は不要です

傾斜地キャップB

傾斜地キャップB

【9-1】φ4×15ナベ
タッピンネジ2種（ガイド付き）

【9-1】φ4×15ナベ
タッピンネジ2種（ガイド付き）

傾斜地キャップB

連結カバー

目隠しコーナー
ヒンジ

連結カバーの組付け9-2-4

目隠しコーナーヒンジの切断9-2-4-①

連結カバーの組立て9-2-4-②
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9. 本体の連結とエンドカバーの取付け　つづき

連結カバー

連結部材
コーナーヒンジ

傾斜地
キャップB

【10-1】φ4×15ナベ
タッピンネジ2種（ガイド付き）

【10-1】φ4×15ナベ
タッピンネジ2種（ガイド付き）

【10-3】M4平座金

傾斜地
キャップA

傾斜地
コーナー軸

連結カバー

傾斜地
キャップA

傾斜地
キャップB

傾斜地キャップB

傾斜地
キャップB

連結カバー

連結カバー

連結カバー
傾斜地コーナー軸

連結部材キャップ

傾斜地コーナー軸

図9-13

図9-14

【10-3】M4平座金

GL

①傾斜地コーナー軸と連結部材キャップを連結
カバーに差し込んでください。（図9-13参照）

②傾斜地キャップBを連結カバーに取付け、傾斜
地キャップAを連結部材コーナーヒンジに取付
けてください。（図9-14参照）

●連結カバーがGLに密着している場合は傾斜地
キャップBは不要です。

補足

●下桟すきまカバーを付ける場合は、連結カバー
がGLに密着しているため、下側は傾斜地キャッ
プBは不要です。

ポイント

連結コーナーカバーの組付け9-2-5

連結コーナーカバーの組立て9-2-5-②

連結部材コーナーヒンジと傾斜地コーナー軸の切断9-2-5-①

下桟すきまカバーを
付ける場合は不要です

①連結カバーの短いほうに合わ
せて、連結部材コーナーヒンジ
と傾斜地コーナー軸をそれぞ
れ切断してください。
（図9-11、図9-12参照）

図9-11 図9-12
連結部材コーナーヒンジ

連結カバー 平地用
フェンス側

傾斜地
コーナー軸

傾
斜
地
コ
ー
ナ
ー
軸・

連
結
部
材

コ
ー
ナ
ー
ヒ
ン
ジ
切
断
長

傾斜地
コーナー軸

傾斜地用フェンス側

傾斜地
コーナー軸

連結部材
コーナー
ヒンジ
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①フェンスの上下桟と連結カバーにφ3.5mmの下孔加工をしてください。（図9-16、図9-17参照）

②【9-2】、【10-2】で連結カバーと上下桟をネジ止めしてください。（図9-18、図9-19参照）

上下桟端部から6mmと連結カバーのV溝の交点に
φ3.5mmの孔加工をしてください。

●フェンス本体と連結カバーを組立てる際は、連結カバー端部から縦桟端部の距離が4mmになるように設置してください。（※5）
●フェンス本体と連結カバー端部との距離は5mmで施工してください。（※6）
ただし、下桟すきまカバーを付ける場合は、下桟側の連結カバーはGLに密着します。
●フェンス本体と連結コーナーカバーの組付けの場合も、連結カバーと同様に行ってください。（図9-15参照）

ポイント

●プレスタフェンス8型の上下桟端部から6mmを目印としてください。（※7）
●8型の連結部分には端部キャップは付きません。

ポイント

上下桟のV溝と連結カバーのV溝の交点にφ3.5mm
の孔加工をしてください。 ●プレスタフェンス8K型の上下桟のV溝を目印としてください。

ポイント

連結カバーとフェンス本体の組付け9-2-6

図9-18 図9-19

図9-16

図9-15

平地の場合
平地の場合

連結カバーV溝

連結カバーV溝

φ3.5下孔

縦桟

連結カバー 上桟V溝

4

（※
5）

4

（※
5）

プレスタ
フェンス8型

上桟端部

プレスタ
フェンス8K型

傾斜地の場合

連結カバーの場合 連結コーナーカバーの場合

傾斜地の場合

5
（
※
6
）

5
（
※
6
）

6（
下
孔
）

（
※
7）

道路側

家　側

連結カバーV溝

連結カバーV溝
連結カバー

上桟V溝

【9-2】、【10-2】
φ4×13.5薄平
ドリルネジ3種（D＝7）

【9-2】、【10-2】
φ4×13.5薄平
ドリルネジ3種（D＝7）

プレスタ
フェンス8型

プレスタフェンス8K型

下桟端部

連結カバーV溝

連結カバーV溝

縦桟

連結カバー

下桟V溝プレスタフェンス8K型

プレスタフェンス8型

連結カバーV溝

連結カバーV溝

縦桟

縦桟

連結カバー

下桟V溝プレスタフェンス8K型

プレスタフェンス8型

道路側

図9-17

平地の場合（プレスタフェンス8型）

傾斜地の場合（プレスタフェンス8K型）

プレスタフェンス8K型プレスタフェンス8型

縦桟端部

連結カバー端部

縦桟端部

連結カバー端部

4
（※5）

4
(※5）

　
4

（※
5）

4

（※
5）

6（
下
孔
）

（
※
7）

5
（
※
6
）

5
（
※
6
）

下桟端部

φ3.5下孔

φ3.5下孔

家　側

家　側

平地の場合

傾斜地の場合

平地の場合

傾斜地の場合

道
路
側

　家　

側

連結カバー

傾斜地コーナー軸
連結部材
コーナーヒンジ

縦桟端部

プレスタフェンス8K型

連結カバー端部

プレスタ
フェンス8型

連結カバー端部

縦桟端部

4
（※5）

4
（
※
5
）
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10. 下桟すきまカバーの取付け

 

図10-1

図10-2 図10-3　切断

①フェンスの仕様に合わせて下桟すきまカバー
本体、すきまカバービート材を切断してくださ
い。（図10-1参照）

10-1 横断面図

10-2 下桟すきまカバー本体の切断寸法の算出

10-3 すきまカバー端部キャップの取付け

●下桟すきまカバーを取付ける下ブラケット間の距
離から5mm短くなるように下桟すきまカバーを切
断してください。（※8）
●下桟すきまカバーの切断寸法が40mm未満の場
合は、すきまカバー端部キャップの取付けができな
いため、取付け不要です。

ポイント

●下開き60の場合は、図の位置ですきまカバー端部キャップを切断してください。（図10-3参照）
●フェンス本体や柱と干渉する場合は、すきまカバー端部キャップを溝に沿って切断してください。（図10-3参照）

ポイント

●安全のため、すきまカバー端部キャップは必ず取付けてください。
●すきまカバー端部キャップを加工した際は、紙ヤスリ等で切断面のバリ取りを行ってください。バリ取りがなされていない面に
触れた場合、ケガをする恐れがあります。

①すきまカバービート材をすきまカバー本体に挿入し、下桟すきまカバー本体端部にφ5mmの孔を開け、すきまカバー
端部キャップを【12-1】で取付けてください。（図10-2参照）

注意

 

フリーポール柱 アルミ多段柱

2
1
～
1
6 すきまカバー

RP取付金具

【13-1】φ４×10
薄平ドリルネジ

下桟すきまカバー
本体80

8
0
～
7
5

5

60
～
55

521
～
16

すきまカバー
RP取付金具 

下桟すきまカバー
本体60

【13-1】φ４×10
薄平ドリルネジ

フェンス本体

下ブラケット

下桟すきま
カバー本体

L（切断長）=下ブラケット間の
距離－5mm（※8）

柱

L（切断長）=フェンス本体端部と下ブラケット間の距離－5mm（※8）

すきまカバー
端部キャップ

下開き60の時：35mm
下開き80の時：55mm

すきまカバー
端部キャップ

下開き60の
場合切断

柱、フェンス本体に
干渉する場合切断

【12-1】φ4×8
サラタッピンネジ1種10

φ5

すきまカバービート材

下桟すきまカバー本体

5

22
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10-4 下桟すきまカバーの取付け

●隙間を完全にふさぐため、下桟すきまカバーは軽く地面に押し付けた状態にしてください。

ポイント

●フェンス本体へ完全に固定する際は、電動工具を使用しないでください。（図10-6参照）
　推奨トルク：1.0N・m±0.3Ｎ・m（10±3kgf・cm）

ポイント

●フリーポール柱、多段柱の際、柱がすきまカバーRP取付金具と干渉する恐れがある場合は柱を避けた位置になるよう位置を決め
てください。

●すきまカバーRP取付金具間は下桟すきまカバー本体に対しておおよそ均等になるよう位置を決めてください。（※10）
●すきまカバーRP取付金具には取付け向きがあります。（図10-7参照）

ポイント

④①で仮止めしていたすきまカバーRP取付金具を本締めしてください。

③すきまカバーRP取付金具を回転させ、下桟すきまカバー本体を下桟へ【13-1】で取付けてください。（※11）

②下桟に取付ける位置を決めて、下桟のV溝に下孔をあけてください。（図10-5参照）

①すきまカバーRP取付金具を取付ける位置を決め、下桟すきまカバー本体に下孔をあけて【13-1】で仮止めしてく
ださい。（※9）

下
開
き
6
0
の
時
：3
5

下
開
き
8
0
の
時
：5
5

下孔
φ3.5

20
0m
m以
内

10
00
mm
以内
（※
10
）

10
00
mm
以内
（※
10
）

下孔φ3.5

下桟

V溝

【13-1】φ4×10
薄平ドリルネジ

【13-1】φ4×10
薄平ドリルネジ

図10-4

図10-7

すきまカバーRP取付金具
を仮止めする（※9）
回転して下桟へ
固定（※11）

下桟

図10-6

【13-1】φ4×10
薄平ドリルネジ

すきまカバー
RP取付金具

すきまカバー
RP取付金具

下桟すきま
カバー本体

下

短い

長い

5

下桟

フェンス本体

φ3.5下孔

下桟すきまカバー

道路側 家　側

図10-5

すきまカバー
RP取付金具
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11. 傾斜地目隠しプレートの取付け

12. 注意シールの貼付け

 

11-1 傾斜地目隠しプレートの取付け

●道路側から見て、傾斜地目隠しプレートの
可視部分が無くなる場合は、取付不要です。
（表11-1（※12）参照）

ポイント

●必ず右記シールをフェンス家側の目立つ位置に貼ってください。 
●注意シールは、端部キャップの梱包に入っています。 

ポイント

①傾斜地目隠しプレートをGLと柱に突き合
わせ、下桟V溝にφ3.5mmの下孔加工を
してください。（図11-1、図11-2参照）

②目隠しプレートを【12-2】で固定してくだ
さい。

フ
リ
ー
ポ
ー
ル
柱

多
段
柱

枠
内
の
シ
ー
ル
を
フ
ェ
ン
ス
家
側
の

目
立
つ
位
置
に
は
っ
て
く
だ
さ
い
。

フ
ェ
ン
ス
を
揺
す
っ
た
り
、
乗
っ
た
り
、

寄
り
か
か
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

10° 20° 30° 35° 40°
表11-1　角度別傾斜地目隠しプレート取付けイメージ

傾斜地目隠し
プレート

下桟V溝

下桟すきま
カバー

φ3.5下孔

柱

GL
図11-1

下桟

V溝

図11-2

（※12） 取付不要 （※12） 取付不要

5
家

側

【12-2】φ4×10
トラスタッピン
ネジ1種（D＝8）
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13. フェンス本体の切詰めと分割

13-1 本体の切断　

13-2 本体の孔加工

①ルーバーのV溝と切断端部より7mmの交点にφ3.5mmの
孔加工をすべてのルーバーにしてください。（図13-3参照）

②縦枠にφ3.5mmの孔加工をしてください。（図13-3参照）

①上下桟を外してください。（図13-1参照）
②ルーバーと上下枠をルーバー・上下枠切断位
置で切断してください。（図13-2参照）

③上下桟を切断してください。（表13-1、
図13-2参照）

表13-1　上下桟・上下枠・ルーバー切断寸法表
0°

39＋W
19.5

1～5°
39.5＋W
19.8

6～10°
40＋W
20

11～15°
41＋W
20.5

16～20°
42.5＋W
21.3

21～25°
44.5＋W
22.3

26～30°
47.5＋W
23.8

31～35°
51＋W
25.5

36～40°
56＋W
28

Q
P

ルーバー

下枠

下桟

上枠
上桟

図13-1

図13-2

ルーバー・上下枠切断位置

上下桟切断位置

図13-3

ルーバーV溝

φ3.5下孔縦枠
φ3.5下孔

φ3.5下孔

Q（上下桟の切断寸法＝W＋P＋P）
W（上下枠の切断長）

P
P

Q（上下桟の切断寸法＝W＋P＋P）
W（上下枠の切断長）

P P

7

6
.2
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13. フェンス本体の切詰めと分割　つづき

図13-5

上桟

上枠

ルーバー
下桟

下枠

縦枠

φ3.5孔加工

縦桟

φ3.5孔加工

【14-1】φ4×8
サラタッピンネジ
3種（D＝6）

【14-2】φ4×6ナベ
タッピンネジ3種

家　側

縦枠

図13-7

上桟
上枠

ルーバー

下桟

下枠

縦枠

φ3.5孔加工

縦桟

φ3.5孔加工

【14-1】φ4×8サラ
タッピンネジ3種（D＝6）

【14-2】φ4×6ナベ
タッピンネジ3種

家　側

図13-6　縦桟の組付け

家

側

道
路
側

縦枠

縦桟上下枠

13-3 本体の組付け

（1）分割の場合

●縦桟は図13-6のようになるように取付けてください。

ポイント

①縦枠とルーバーを【14-2】で取付けてください。
（図13-5参照）
②上下枠と縦枠と縦桟を【14-1】で組付けてくださ
い。（図13-5参照）

③スライドさせた上下桟を元の位置に戻してくださ
い。（図13-5参照）

（2）切詰の場合

①上下桟、上下枠を、切詰めの長さ分切断してくだ
さい。（図13-7参照）

②切詰めた本体のルーバーの切断および、上下枠
の切断を行ってください。（「 本体の切断」
参照）

③孔加工を行ってください。（「 本体の孔加
工」参照）

④以降の手順は、「 （1）分割の場合」と同様
に行ってください。

13-1

13-2

13-3

●分割した本体のもう一方も、同様に組付けてください。

補足
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